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ご意見・ご感想につきましては下記メールアドレスまでご連絡いただくか、
西宮協立脳神経外科病院・西宮協立リハビリテーション病院設置の「声の箱」へご投函ください。

◎編集・発行責任者：法人本部 本部長 藤本 昌司
〒663-8245 西宮市津門呉羽町 10-13 3F
TEL:0798-32-3251 （法人本部 / 広報担当）

ご意見・ご感想はメールにて

ホームページ更新
中！

スマートフォンか
らも

ご覧いただけます
。

お気軽にお問合せください

Yasuragi
private r�idential home

24時間あんしんの暮らし24時間あんしんの暮らし
やすらぎで叶えるやすらぎで叶える

介護 リハビリ 医療 豊かな、いきいきとした人生を

西宮市津門呉羽町9-10
西宮協立脳神経外科病院の目の前徒歩1分

介護付有料老人ホーム
お問合せ・資料請求はホームページからも

専門職がチームになって救急患者さんの治療にあたります
西宮協立脳神経外科病院※写真はイメージです

•体内の水分調整役　•筋肉の収縮や弛緩に働く
•神経の刺激伝達に働く

西
宮
協
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　ナトリウムは食べ物の塩味の正体です。毎日の食事

から“食塩”として摂取されるため、不足することよりも

摂りすぎが心配される栄養素ですが、実は体内の水分

調整と神経の刺激・伝達に働き、生命活動の維持に

とっては必須の栄養素です。ただし、ナトリウムの摂り

すぎには要注意。慢性的な摂りすぎが続くと、高血圧

や心疾患、脳卒中を招く原因となったり、胃がんのリス

クを高めたりすると言われています。

　日本人の食生活は塩分が過剰になりやすいので、日

頃から気にしてみましょう。例えば、ラーメンをスープまで

飲み干した後、むくんだ経験はありませんか？　これは血

液中に増えたナトリウムを薄めようとして、細胞内の水

分が血液中に移動してくるからです。味付けに酢や

香味野菜、ハーブや香辛料などを利用して、

塩味に頼らない味付けを意識したり、めん

類のスープは飲み干さずに残すといった

工夫が大切です。

ナトリウム
SOD I U M

だから
大切
栄養素

•血圧が高い人

だから大切ポイント

•調味料（塩、みそ、しょうゆ など）
•漬物　•カップ麺
•魚介加工品（からし明太子、干物 など）

こんな人は要注意！

含まれる食品

『小学生のためのお仕事ノート』に当法人が掲載されています。
『小学生のためのお仕事ノート』は、西宮市の小学校３年
生・４年生を対象に配布されます。西宮市の後援を受け、
今年度からキャリア教育の教材として発行されました。市
内の産業に関する紹介や実際に働く人の声などが紹介さ
れています。社会医療法人甲友会は医療・福祉のお仕事
を紹介しました。子どもたち一人ひとりが、将来の仕事を
考えるきっかけになればと願っています。

出典：『小学生のためのお仕事ノート　2023年度版』



血栓回収とは

血栓により脳血管が閉塞し
ている脳梗塞に対する治療
です。足の付け根の動脈か
らカテーテルを挿入し、閉塞
している脳血管に進め、血栓
を取り除くことで、血流を再
開させます。

04脳卒中治療は時間との闘い

FASTを覚えておきましょう！

一次脳卒中センター（PSC）

コア施設とは

PSC施設の中でも、いつでも「血栓回
収治療」を行うことができ、さらに「脳
卒中相談窓口」を設置している脳卒中
診療の中核となる施設のことです。

西宮協立脳神経外科病院は
一次脳卒中センター（PSC）コア施設です

脳卒中治療の
エキスパート

　

２
０
１
９
年
９
月
、当
院
は

日
本
脳
卒
中
学
会
よ
り
24
時

間
365
日
、発
症
直
後
の
脳
卒

中
患
者
さ
ん
に
対
し
、可
及
的

速
や
か
に
診
療（t-P

A

静
注

療
法
等
）を
開
始
で
き
る
施

設
で
あ
る「
一
次
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
：P

rim
ary 

Stroke 
C
enter

）」と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、２
０
２
２
年
4
月

に
は
、こ
れ
ま
で
の
診
療
実
績

や
診
療
体
制
を
も
と
に
地
域

に
お
い
て
コ
ア
と
な
る
Ｐ
Ｓ
Ｃ

施
設
「
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）コ
ア
」と
し
て
新
た

に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
超

急
性
期
脳
卒
中
の
治
療
法
と

し
て
は
、血
管
に
詰
ま
っ
た
血

栓（
血
の
か
た
ま
り
）を
溶
か

すt-P
A

静
注
療
法
に
加
え
て

脳卒中治療に対する西宮協立脳神経外科病院の取り組み

SCUとは、脳卒中専用の急性期集
中治療室のことです。当院には18床
あります。医師、看護師、リハビリス
タッフ、薬剤師、栄養士などが協力し
て治療にあたり、急な手術などの治
療にも24時間365日対応できる体制
を整えています。

18床のSCU

脳卒中になると、適切な治療を受け
ても後遺症を抱えて生活しなければ
ならないことが多くあります。患者さ
んやご家族は将来に対して、不安
や困り事に直面するでしょう。そんな
時、患者さんや、ご家族の相談先と
して、必要な情報提供や支援を行う
窓口を設置しています。

脳卒中相談窓口

一次脳卒中センター（PSC）
コア認定証

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て

救
急
患
者
さ
ん
の
治
療
を
行
い
ま
す

「
機
械
的
血
栓
回
収
療
法
」

が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。日

本
脳
卒
中
学
会
で
は
こ
の
治

療
法
が
常
時
実
施
可
能
で
、

地
域
の
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の

中
核
を
担
う
施
設
を
「
Ｐ
Ｓ

Ｃ
コ
ア
施
設
」と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、急
性
期
治
療
の
提

供
の
み
な
ら
ず
、脳
卒
中
患
者

さ
ん
に
対
し
て
医
療
及
び
介

護
に
関
す
る
適
切
な
情
報
提

供
を
行
う
「
脳
卒
中
相
談
窓

口
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、地
域
の
総
合
的

な
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー「
一
次
脳

卒
中
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）コ

ア
」
と
し
て
、よ
り
質
の
高
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
地

域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
り
質
の
高
い

脳
卒
中
の
医
療
を

目
指
し
て

脳卒中とは

脳血管から出血する出
血性脳卒中、脳血管が詰
まる脳梗塞に分けられま
す。手足の麻痺などさま
ざまな症状を引き起こす
病気で、すぐに適切な治
療が必要です。

FASTは脳梗塞の症状に気づくための簡単なチェック
項目と取るべき対応を示すものです。「FAST=速く」
つまり、緊急を意味します。以下の症状に気づいたら、
すぐに受診しましょう。

地域の医療機関や救急隊から、脳卒中が疑われる患者
さんの要請があれば、24時間365日いつでも受け入れ、
急性期脳卒中診療担当医師が中心になり、速やかに診
療（t-PA静注療法を含む）を開始できる施設のことです。

一次脳卒中センター（PSC）施設とは

脳卒中疑いの救急要請があった場
合、院内に「血栓回収コール」の放
送が流れます。患者さんが搬入され
る前から、さまざまな専門職のスタッ
フが集結。搬入後、1秒でも早く治療
が開始できるように、チームが一丸と
なって取り組んでいます。

血栓回収コール

02
03

01

2 1

t-PA静注療法
血管に詰まった血栓（血のかたまり）を溶かす製剤を投与する治療法。
発症後4.5時間以内で使用可能。

のうこうそく

［詳しく知りたい方はコチラ］

脳血管内治療とは
～脳動脈瘤と脳梗塞
　　の治療について～
https://www.nk-hospital.or.jp/friends/220711/
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ド
ク
タ
ー
に

   
聞
い
て
み
よ
う
。

脳卒中のリハビリテーション

脳
卒
中
と
は

　
大
き
く
分
け
て
、①
認
知
障
害
（
意
識
障
害
、
認
知

症
、
失
語
症
、
注
意
障
害
、
抑
う
つ
な
ど
）、②
運
動

障
害
（
嚥
下
障
害
、
構
音
障
害
、
ま
ひ
、
失
調
な
ど
）、

③
感
覚
障
害
（
し
び
れ
、
痛
み
な
ど
）、④
自
律
神
経

障
害
（
便
秘
、
失
禁
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
脳
の
損
傷

部
位
や
程
度
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
組
み
合
わ
さ

る
た
め
、
多
種
多
様
な
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
脳
卒
中

脳
卒
中
に
よ
る
障
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
の
目
的

　
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
は
、
時
期
別

に
急
性
期
、
回
復
期
、
生
活
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
発

症
し
て
す
ぐ
の
急
性
期
で
は
、
治
療
の
た
め
な
ど
で
体

を
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
に
よ

る
身
体
機
能
低
下
の
防
止
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
つ
づ
く
回
復
期
は
、
最
も
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
が
で
き
る
時
期
で
す
。
日
常
生
活
に

必
要
な
動
作
を
獲
得
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
生
活
期
は
退
院
後
の
生
活
が
は
じ
ま
る
時
期
で

す
。
回
復
期
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
動
作
を
、
日
常

生
活
の
中
で
な
る
べ
く
長
期
に
わ
た
り
維
持
・
向
上
し

て
い
く
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

チ
ー
ム
医
療

　
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
中
心
と
し
、
多
く
の
専
門
の

職
種
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、

介
護
福
祉
士
、
医
療
福
祉
相
談
員
、
義
肢
装
具
士
な
ど

が
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
職
種
が
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
発
揮
し
、
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に

患
者
さ
ん
の
活
動
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（quality of life

：
生
活

の
質
）
が
向
上
す
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治

療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

4

　
脳
卒
中
に
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
脳
梗
塞
と
、
脳

の
血
管
が
破
れ
る
脳
出
血
や
く
も
膜
下
出
血
が
あ
り
ま

す
。２
０
２
２
年
の
日
本
に
お
け
る
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
主
な
原
因
に
つ
い
て
見
る
と
、
脳
卒
中
が
15
％

（
男
性
24.5
％
、
女
性
10.3
％
）
を
占
め
て
い
ま
す※

。発
症

者
の
平
均
年
齢
は
約
70
歳
と
比
較
的
高
齢
で
す
が
、
40

〜
50
歳
で
発
症
し
て
し
ま
う
方
も
決
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

に
よ
る
障
害
に
対
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
適

し
た
治
療
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

西宮協立リハビリテーション病院
総合支援課

院
」は
誰
に
と
っ
て
も
不
安

な
出
来
事
で
す
。病
気
や
ケ

ガ
は
突
然
発
症
し
、今
ま
で
の
生
活
が

１
８
０
度
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
が
進
む
に
つ
れ
て
、

身
体
機
能
の
改
善
を
う
れ
し
く
思
う
一

方
、今
後
の
生
活
に
ご
本
人
だ
け
で
は

な
く
ご
家
族
も
不
安
を
抱
え
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

総
合
支
援
課
は
、そ
の
よ
う
な
不
安

を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
、看
護

師
、社
会
福
祉
士
、理
学
療
法
士
、作
業

療
法
士
、事
務
員
と
い
う
多
職
種
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、退
院
後
も
ス
ム
ー
ズ
に
在
宅
生

活
に
移
行
で
き
る
よ
う
、地
域
の
事
業
所

と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。当
院
で
は
、訪

問
リ
ハ
ビ
リ
で
の
フ
ォ
ロ
ー
や
、退
院
時

に
同
行
し
、ご
自
宅
の
環
境
・
生
活
動
作

の
確
認
と
助
言
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
た
た
び
自
分
ら
し
く
、い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
切
れ
目
の

な
い
医
療
・
福
祉
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

入院・退院がスムーズにできるよう支援します

入院前から

退院後まで

トータルサポート

クローズ
アップ
甲友会

入

甲友会の施設・事業所をご紹介

入院前から支援は
スタートしています

入院前の不安なお気持ちが少しでも軽減されるよう、主
に看護師や事務員より、入院前相談を対面や電話で行っ
ています。転院してこられたその日から、安心してリハビリ
がスタートできるよう、また、ご本人とスタッフがスムーズ
に関係構築ができるよう、総合支援課から支援のバトン
を渡しています。

POINT

退院直後から
訪問リハビリテーションを提供します

退院直後は、環境の変化などによって心身ともに不安定になることで、
日常生活に不便さを感じやすい時期といわれています。そうした方を
対象に、退院直後から訪問リハビリテーションを提供しています。介護
保険の対象者に対し、入院中からリハビリ見学や退院前カンファレン
スを実施。一人ひとりの目標に沿った支援を検討していきます。

POINT

ご本人に合った
退院先の調整を行います

入院後、担当の社会福祉士が中心となり、ご本人やご家
族の意向を聞きながら、退院後の生活の相談を進めてい
きます。介護保険や障害福祉サービスの活用方法、ケアマ
ネジャーとの連携、住環境の調整などを行います。ご自宅
への退院が難しい場合、適した施設のご案内も行ってい
ます。

POINT

1 2

3

「

日
常
生
活
動
作
能
力（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）

時間

退院直後の日常生活動作能力が低下しやすい時期を
訪問リハビリでサポートし、スムーズな目標達成へ

退院

退院する時

退院した直後

え
ん
げ

チームリハビリテーション

医師

薬剤師

介護
福祉士

医療福祉
相談員

管理
栄養士

臨床検査
技師

放射線
技師

医療
事務員

義肢
装具士

言語
聴覚士

作業
療法士

理学
療法士

患者さま
ご家族

看護師

西宮協立脳神経外科病院

西宮協立
リハビリテーション病院

訪問看護、
デイケア、老人ホームなど

急性期

生活期

回復期

入院前・
入院する時
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「
物
忘
れ
は
増
え
て
き
た
し
、医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

手
続
や
契
約
は
よ
く
分
か
ら
な
い
」「
遠
方
で
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
親
が
、い
ら
な
い
も
の
を
買
わ
さ
れ
た
り

し
て
い
て
今
後
が
不
安…

…

」。加
齢
や

疾
病
に
よ
り
、こ
う
し
た
不
安
や
心
配
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。成
年
後
見
制
度

は〈
ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と
〉を
サ
ポ
ー
ト
す

る
制
度
で
す
。制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

知
的
障
害
・
精
神
障
害
・
認
知
症
な
ど
に
よ
っ
て
、

〈
ひ
と
り
で
決
め
る
こ
と
〉に
不
安
や
心
配
が
あ
る

人
が
、い
ろ
い
ろ
な
契
約
や
手
続
を
す
る
際
に
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
る
制
度
で
す
。あ
ら
か
じ
め
契
約

す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、ご
本
人
の
代
わ
り
に
財

産
管
理
や
契
約
行
為
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、上
手
に
活
用
す
れ
ば
判
断
力
が
低
下

し
て
も
生
活
に
困
る
事
態
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は
？

Q
成
年
後
見
制
度
に
は
、任
意
後
見
制
度
と
法
定
後

見
制
度
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

任
意
後
見
制
度
で
は
、ご
本
人
が
あ
ら
か
じ
め
公

正
証
書
で
任
意
後
見
契
約
を
結
ん
で
お
き
ま
す
。

将
来
、判
断
能
力
が
不
十
分
と
な
っ
た
時
、そ
の
契

約
に
基
づ
き
ご
本
人
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

一
方
の
法
定
後
見
制
度
は
、主
に
ご
家
族
が
結
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
制
度
で
す
。制
度
を
受
け
る
方
の

障
害
や
認
知
症
の
程
度
に
よ
っ
て
、「
補
助
・
保
佐
・

後
見
」と
3
種
類
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は

　
　
　
　

  

2
種
類
あ
る
？

Q

相
談
支
援
専
門
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
に
相
談
窓
口
が
あ

り
ま
す
。相
談
窓
口
で
ど
ん
な
こ
と
を
手
伝
っ
て

も
ら
い
た
い
の
か
、自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

Q
手
続
き
方
法
は
？

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
開
始
す
る
と
、医
学
的

に
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
中
断
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。留
意
し
た
上
で
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

Point

不
安
が
あ
る
場
合
は
、ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族

が
相
談
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

Point

さらに詳しい内容を知りたい場合は、
「成年後見制度」でWeb検索してみてください。

身近なもので
リハビリしよう
Letʼs continue rehabilitation

2

最
近
︑こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

手
首
の
動
き
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

デイケアのリハビリならこれを使います

使いおわったペットボトルやコップで代用できます

アクリルコーン

アクリルコーンは、握る・離す・肘を伸
ばす・手首をひねる等、関節を動かしや
すくすることを目的としたリハビリで
使用します。継続的なリハビリにより、
鍵をさして回す、新聞がめくりやすくな
るといった効果があります。

コップやペットボトルを持ち、手首
をひねる運動を行なったり、肘を曲
げ伸ばしする運動を行なうことでア
クリルコーンと同様の動作ができま
す。また、ペットボトルを使う場合、
中の水の量をかえることで重さが
加わり、難易度の調整ができます。

□ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
の
開
け
閉
め
が
苦
手
に
な
っ
た

□ 

水
道
の
蛇
口
が
回
し
に
く
く
な
っ
た

□ 

鍵
の
施
錠
が
し
に
く
く
な
っ
た

難

ペットボトル

コップ

易

ペットボトルの水が多いほど難易度が高い

手首を
意識しながら

知っておこう
成年後見制度

～ 望む生活を守ってくれる人～

暮らしの相談室
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